




ごあいさつ

　本日は，「上野原フォーラム２０１７」にお越しくださいまして，誠にありがとうご

ざいます。

　県立埋蔵文化財センターが２０周年になることを契機としてはじまった「遺跡フォー

ラム」は，今回で６回目を迎えます。

今回のフォーラムは上野原縄文の森が開園してから１５年を迎えたことから，改め

て上野原遺跡の発掘調査で明らかになったことや，上野原縄文の森の今後のさらなる

活用等について，皆様方と一緒に考えてみたいと思います。

　講師には，文化庁記念物課の水ノ江和同文化財調査官をお迎えしております。水ノ

江文化財調査官は九州の縄文時代についてはもちろんのこと，全国の遺跡に精通して

おり，幅広い視点から上野原遺跡について話してくださると思います。また，外部か

らはもう一人，鹿児島県旅行業協同組合の本田静理事をお迎えしております。本田理

事は，鹿児島の魅力を掘り下げるとともに，実際現地へ訪ねて行けるような旅行を

様々企画しておられます。いろいろと興味深いお話しを拝聴することができるのでは

ないかと，楽しみにしております。

　本日のフォーラムが，皆様方にとりましても有意義なものになりますよう祈念した

いと思います。

平成２９年１０月１４日

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　　長　　堂　込　　秀　人

1



ごあいさつ

　本日は「上野原フォーラム２０１７」にお越しいただきまして，誠にありがとうご

ざいます。

　上野原遺跡の発見を契機として，上野原縄文の森が開園して１５年目を迎えました。

おかげさまで，毎年，鹿児島県内外から１２万人を越えるお客様にご利用いただいて

います。

　今回のフォーラムは，開園１５周年記念を記念して，同じ上野原縄文の森内にあり

ます県立埋蔵文化財センターとの両主催で開催いたします。

　「何がスゴイ？上野原遺跡　どう活かす？上野原縄文の森」をテーマに，上野原遺跡

の魅力や価値をあらためて評価していただきながら，上野原縄文の森の今後のさらな

る活用等について，講師の方々をはじめ，パネラーの皆様，そして会場にいらっしゃる

皆様方と一緒に考えていただく機会となればと思います。

　「また上野原縄文の森に行きたい！」と思っていただけるような，楽しい夢のあるご

意見やアイデアをご提案いただければ幸いに存じます。

最後まで，どうぞよろしくお願いいたします。

平成２９年１０月１４日

（公財）鹿児島県文化振興財団

 上野原縄文の森

園　長　福　山　德　治　
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上野原縄文の森開園15周年記念シンポジウム　2017.10.14

史跡上野原遺跡の過去・現在・未来
文化庁記念物課　水ノ江和同

１．史跡上野原遺跡の特徴

　上野原遺跡は，縄文時代早期から晩期まで断続しながらも約7,000年続いた縄文時代の大規模集

落です。各時代にさまざまな特徴がありますが，もっとも注目されている時代は縄文時代早期（約

10,000～7,000年前）です。ここではこの縄文時代早期の上野原遺跡を中心に，上野原遺跡の過

去・現在・未来について考えてみましょう。

２．史跡上野原遺跡の過去　－史跡指定の前後－

　上野原遺跡の発掘調査は昭和61年（1986）に始まり，第2・3地点で52棟の竪
た て あ な た て も の

穴建物をはじめ肉な

どを蒸し焼きにする集
しゅうせき

石39基や，肉を燻
く ん せ い

製にする炉
ろ

穴
あ な

16基などが多数発見されました。これによ

り上野原遺跡は，縄文時代早期前葉（約9,500年前）の大規模集落の構造が細かくわかる日本で

は稀有な事例として，平成11（1999）年1月に国の史跡に指定されました。「史跡」とは，「我

が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず，且つ，その遺跡の規模，遺構，出土遺物等

において学術上価値あるもの」という定義に基づき指定されるもので，年間に10件程度が新たに

指定され，平成29年9月現在1,773の遺跡が史跡になっています。

なお，第10地点の縄文時代早期後葉（約7,500年前）の集落から出土した土器や石器については，

その前年の平成10（1998）年6月に国の重要文化財に指定されました。

３．史跡上野原遺跡の現在　－現代的評価―

　さてその後，上野原遺跡の報告書が平成12～14（2000～2002）年にかけて刊行されると，新たな

事実がたくさん判明しました。その最大の成果は，史跡になった縄文時代早期前葉ではなく，第10

地点の縄文時代早期後葉（約7,500年前）の集落遺跡の構造が明らかになったことです。

図１　縄文時代早期後葉の上野原遺跡

　図１のように，竪穴建物は確認されていません

が，人が生活した痕跡と考えられる約12,000点に

及ぶ土器や石器が，直径160mから240mの範囲に環

状に集中しています。そしてその中央部には遺物

が少ない代わりに，12個体の再
さ い そ う

葬墓
ぼ

と考えられる

壺形土器が立てたまま埋められていました。この

ように中央部の墓地を取り囲むように居住域が環

状に配置される集落形態を「環
かんじょうしゅうらく

状集落」と呼びま

す。
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　日本列島の縄文時代では，①前期後葉（約6,500年前）の東北北部，②中期中葉（約5,000年前）

の東北南部・関東・中部・北陸，③後期前葉（約4,000年前）の東北北部，④後期中葉（約3,500年

前）関東と，４回にわたって東日本を中心に環状集落が形成されます。環状集落は人口増加して社

会的な統制が必要になってくると，土
ど

偶
ぐ う

などの呪
じ ゅ

術
じゅつ

的な道具を用いて統制を図るとともに，居住

域を環状に規制することを目的に出現する集落形態です。このことを踏まえ，縄文時代早期後葉の

上野原遺跡の環状集落は，これまでの環状集落のなかではもっとも古い事例であることから，日本

列島における環状集落の出現経緯や，縄文文化の性格究明を行う上で，無視できない極めて重要な

存在になりました。

４．史跡上野原遺跡の未来　－史跡上野原遺跡の可能性－

　上野原遺跡は平成11年に史跡に指定され，竪穴建物の復元を中心に整備事業が行われ，平成14年

には近接地に鹿児島県立埋蔵文化財センターが設置されました。ここの「南の縄文調査室」からは

上野原遺跡だけではなく，鹿児島県内のさまざまな遺跡情報が発信されています。また，併設する

「鹿児島県上野原縄文の森」では史跡上野原遺跡のガイダンス施設として上野原遺跡の展示も行っ

ています。

　史跡上野原遺跡のなかに入り北西方向を見ると，森の向こうにはシラス台地と霧島連山が広がり

現代的な構造物は一切見えません（図２）。つまり，視覚的に縄文時代の風景が体感できます。ま

た，聞こえる音は木々が風に揺れる音だけで，聴覚的にも縄文時代が体感できます。現代社会にお

いて視覚的・聴覚的に当時を体感することができる史跡は，全国的にみてもほとんどありません。

これは史跡上野原遺跡の一つの重要な個性です。

　ところで，史跡は整備するとその瞬間から劣化が始まります。また，その時は最先端の整備でも，

徐々に流行遅れに見えてきたりもします。これは史跡整備の宿命で，我々は10年後，20年後を見据

えて史跡整備を常に考えないといけないことを示しています。そのことを実現する一つの可能性と

して，新たに発掘調査をすることも必要と考えられます。

　上野原遺跡の最初の発掘調査からすでに30年

が過ぎました。この30年の間に，縄文時代早期

の遺跡は全国でたくさん発掘調査が行われ新た

な情報も膨大に蓄積されました。また，考古学

研究も大幅に進展し，自然科学分析やデジタル

技術の進歩も目覚ましい状況です。このような

現状を勘案して，史跡上野原遺跡のこれからを

考えることが重要な課題の一つと言えるでしょ

う。 図２　整備された史跡上野原遺跡
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上野原遺跡の調査成果とその後の進展
（公財）鹿児島県文化財振興財団 埋蔵文化財調査センター調査課 調査第一係長

今村　敏照

上野原大地と鹿児島湾

１　上野原遺跡の立地と調査概要

　上野原遺跡は，霧島市国分上之段・川内に所在し，国分平

野の南東隅に形成された半独立のシラス台地（通称“上野原
台地”）上に立地します。鹿児島湾側から見ると標高約260

ｍの断崖が湾岸に突き出るようにそそり立つ姿は迫力があり，

まるで南米のテーブルマウンテンのようです。

上野原遺跡の発掘調査は，国分上野原テクノパーク造成工事に伴い，延べ８年間（昭和61年，平

成３～９年）にわたり４つの工区・８つの地点（約150,000㎡）を対象に行われ，9,500年前の縄文

時代早期から約500年　前の中世まで連綿と続く複合遺跡であることがわかりました（第二次大戦

中の探照灯跡も発見されています）。

　約9,000年もの間（一部中断を含む）生活の営みが継続されたこの土地は，人々にとってどれほ

ど豊穣で暮らしやすい場所だったことでしょう。

上野原遺跡の調査区 （１～７ ・ 10 地点）

    ※８ ・ ９地点は， 調査区外のため未調査

２　上野原遺跡の調査成果（※ 表１参照）

　８年間の調査で発見された遺構は数百基，遺物は数十万点

にもおよびますが，そのなかでも上野原遺跡の性格を象徴す

るものが２つあります。一つは４工区・２～３地点におけ

る縄文時代早期前葉（約9,500年前）の大規模集落遺
い

構
こう

群，

もう一つは３工区・10地点における縄文時代早期後葉（約
7,500年前）の祭

さい

祀
し

遺構・遺物群です。この“２つの縄文時

代早期”のエリアは，台地の北東部と南東部に約500ｍ離れ

ています。また，同じ縄文時代早期ではありますが，それぞ

れの地点における遺跡の時期には約2,000年の隔たりがあります。ここでは，この２つのエリアに

スポットをあてて紹介します。

（１） ４工区・２～３地点

　縄文時代の始まりは，14,000年前頃といわれています（縄文時代草創期）。気候が温暖化に向か

い，落葉広葉樹の森が拡がり，土器や弓矢が発明され，木の実や動物などの食料が安定して得ら

れるようになると，人々はその安定した環境の中に“住居”を建てて暮らすようになった（定住）

と考えられます。県内でも掃
そ う

除
じ

山
や ま

遺跡（鹿児島市），鬼ヶ野遺跡（西之表市），三角山遺跡（中種

子町），建
けんしょうじょう

昌城跡（姶良市）などでこの時期の住居跡が見つかっていますが，一遺跡内での基数は

１～２軒（建昌城跡は８軒）です。一定の場所で大人数の生活を長期的に維持するには，当時の環
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境や技術が整っていなかったのかもしれません。

　草創期の終末（約12,800年前）に桜島が大爆発を起こし，Ｐ

14（薩摩火山灰）と呼ばれる噴出物が降り注いだ数千年後（縄

文時代早期前葉），植生の回復とともに上野原台地の南東部に

人々が暮らし始めます。上野原遺跡４工区（２～３地点）では，

この時期の竪穴住居跡が52軒発見されました。住居の重なりや

配置・埋まり方などから，すべてが同時期に建てられていたの

ではなく，最大で10軒程度であったと考えられます。この状況

は，「（１軒あたり数名と想定して）総員数十名もの大集落が，

立て替えを繰り返しながら同一地域に何世代にもわたって定住

していた」可能性を意味します。定住化が始まった草創期と比

較して，爆発的な変化といえます。また，建物内に見られた火

山灰（Ｐ13）や炭化物による年代測定の結果，これらの遺構が

約9,500年前のものであることがわかりました。当時，全国的

に見ても同時期・同規模の集落跡は確認されておらず，「最古

・最大級」「南九州における定住化初期様相の典型」「列島の

縄文時代開始期を知る重要遺跡」という評価を受け，平成11年

１月には国の史跡に指定されました。

 このような大集落の維持に欠かせない生活施設・用具の存在

も見逃せません。特に縄文時代草創期～早期前葉を象徴する調

理施設が“連
れ ん け つ ど こ う

穴土坑”です。大小２つの穴をトンネル状に連結

させた炉の一種で，集落跡から16基が発見されました。内部に

真っ赤に焼けた土や炭・灰が多量に残るものや，住居の壁の傾

斜を利用したもの，壊れた炉穴を縦長に延長して作り直したも

のなど，当時の人々の生々しい息づかいが聞こえてくるようで

す。土器は縄文時代に誕生した煮炊用調理具ですが，集落跡周

辺からは“貝
か い が ら も ん

殻文系円筒土器”とよばれる早期前葉に南九州一

帯で作られた地域性の強い個性的な土器が出土しています。筒

状の胴部に貝殻で文様を施し，底部は平坦，過剰な装飾を排し

た薄くシンプルな仕上りはとても美しく，当時の技術と美意識

の高さを感じます。そのなかでも，全国的に類例を見ない四角

い土器“角
か く と う

筒形”の存在はまさに意表を突きます。この□と〇

の組み合わせの概念は，奇しくも後述する10地点（縄文時代早

期後葉）の通称“双
ふ た ご

子壷
つ ぼ

”においても見られます。また，集落

を挟むように南北に縦走する２条の“道跡”の先には，湧水地

や平野への降り口が現在も残っています。

竪穴住居跡 （早期前葉 ・ ２地点）

円筒 ・ 角筒土器 （早期前葉 ・ 前原遺跡）

　Ｐ 13 が入った連穴土坑 （２地点）
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（２） ３工区・10地点

　２～３地点の主体が縄文時代早期前葉（約9,500前）

であるのに対し，10地点の中心となる時期は縄文時代早

期後葉（約7,500年前）です。10地点は，２～３地点の

南側約500ｍ，台地の南東崖際に位置します。鹿児島湾

奥（姶良カルデラ）を挟んで桜島を遠望する場所にあた

り，上野原台地はここを頂点として，北方向へ緩やかに

下る地形になっています。

　遺跡としての10地点の性格を端的に言い表すならば， 壷形土器埋納遺構 （“双子壷”）

“祀
まつ

り・祈りの聖域”です。10地点の最大標高点すなわち上野原台地で最も高い場所から，

それを裏付ける象徴的な“対
つい

で埋められた壷形土器の埋
まいの う

納遺構”（通称：双子壷）が発見されまし

た。埋納とは人為的・意図的に物を埋めることです。この一対の土器が，上から見た口の形状が

□と〇であることも興味深いものです。周辺からは，他に壷形・鉢形土器単体の埋納遺構11基が

発見されています。さらに特徴的なのは，これらの土器埋納遺構群を中心とした半径40～50ｍの

“聖域的空間”を，最大径２百数十ｍわたって遺物の集中帯が環状に取り囲む状況（環状遺
い き

棄遺

構）が確認されたことです。また，九州最古の土偶１点・土製耳飾り（最大で直径12㎝）・異形石

器・異形土製品など特殊かつ非日常的な遺物群の存在は，南九州における縄文時代早期の精神文化

が，この時期（7,500年前）に一つのピークを迎えたことを物語ります。一方で，日常的に使用さ

れたと考えられる遺物も数多く出土しており，特に石器の器種の豊富さは注目に値します。出土遺

物数は２～３地点をはるかに超える十数万点にもおよび，うち767点は「南九州における縄文文化

の先進性を物語る貴重な学術資料」との評価を受け，平成10年６月には国の重要文化財に指定され

ました。また，10地点からは調理施設である縄文時代早期後葉の集石遺構が252基発見されていま

すが，同時期の竪穴住居跡は確認できませんでした。

早期後葉の土器群

（深鉢 ・ 壷）

九州最古の土偶 土製耳飾り ・ 異形土製品 土製耳飾り ・ 異形石製品
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３　“上野原”前後 ～ 縄文時代早期前葉の集落遺跡 ～

  鹿児島県内では，現在までに上野原遺跡と同時期（縄文時代

早期前葉）の集落跡が，多くの遺跡（19か所）で確認されてい

ます。県内で初めて定住化初期の大規模集落跡が発見されたの

は，加
か

栗
くりや ま

山遺跡（鹿児島市川上町・昭和50～51年調査）です。

上部の平坦なシラス台地中央部から竪穴住居跡17軒・連穴土坑

33基・集石17基が見つかり，保存運動も起きました。その後， 加栗山遺跡 （鹿児島市）

前
まえば る

原遺跡（鹿児島市松元町・平成３～８年調査）では同一台地上の３地点から竪穴住居跡25軒・

連穴土坑34基・集石18基・道跡２条が，建
けんしょうじょう

昌城跡（姶良市・昭和62年～平成２年，平成11～16年調

査）では標高100ｍのシラス台地上から竪穴状遺構66軒・炉状遺構24基・集石46基が発見されまた

事業 工区 地点 期間 面積 主な遺構 主な遺物　 備考

約 2,500 ㎡

〔弥生時代〕
・竪穴住居跡５
・掘立柱建物４

〔弥生時代〕
・土器
・石鏃，石製品

約 59,000 ㎡

〔縄文時代早期後葉〕
・土器埋納遺構 12
・石斧埋納遺構６
・磨石集積遺構３
・集石 39
・道跡２
〔縄文後期〕
・陥し穴 79
・掘り込み 369
〔弥生時代〕
・竪穴住居跡１
〔古墳時代〕
・竪穴住居跡１
〔中世〕
・掘立柱建物跡８
〔近代〕
・探照灯跡２

〔縄文時代早期後葉〕
・土器（深鉢形，壷形）
・土偶
・異形土製品
・土製耳飾り
・異形石器
・垂飾
・環状石斧，環石
・石器類（石鏃，石斧

石匙，磨石，石皿，
砥石ほか）

〔縄文晩期〕　　　
・竪穴住居跡２
・掘立住建物跡２
〔弥生時代，古墳時代〕
・土器
〔中世〕
・青磁

平成 10 年６月 30 日
   国指定史跡
　 （２～３地点）

約 90,000 ㎡

〔縄文時代早期前葉〕
・竪穴住居跡 52
・連穴土坑 4
・土坑 260
・集石 39
・道跡２
〔縄文晩期〕
・竪穴住居跡２
・掘立住建物跡２
〔弥生時代〕
・竪穴住居跡８
・周溝状遺構３
・柵跡 60
〔古墳時代〕
・竪穴住居跡１
〔中～近世〕
・古道，溝

〔縄文時代早期・晩期〕
・土器
・石鏃
・石斧
・石匙
・磨石
・石皿
・石錘ほか
〔弥生時代〕
・土器
・磨製石鏃，・砥石
〔古墳時代〕
・土器
〔古代〕
・土師器，須恵器
〔中～近世〕
・陶磁器，古銭

平成 11 年１月 14 日
 国指定重要文化財
（縄文時代早期後葉
　の遺物 767 点）

国
分
上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
造
成

１
工
区

３
工
区

４
工
区

１
地
点

地
点

２
～
７
地
点

昭
和

年

平
成
３
～
６
年

平
成
７
～
９
年

　表１　上野原遺跡の主な調査

10

61

8



定塚遺跡 （曽於市）

現地公開 （平成９年）

上野原縄文の森から桜島を望む

近年で特に注目されるのが定
じょう

塚
づか

遺跡（曽於市・平成17～18年調

査）で，97軒もの竪穴住居状遺構が見つかっています。

シラス台地という独特な地形の上に形成された，陽当たりの

良い草原と落葉広葉樹の森。縄文時代早期前葉において，南九

州ではこのような恵まれた居住域を拠点とし，温暖な気候と安

定した食糧事情を背景に，全国に先駆けて大規模な定住化が進

みました。このように，上野原遺跡をはじめとする発掘調査成

果の蓄積により，南九州における定住化初期の様相が明らかに

なってきたのです。

４　上野原遺跡の評価とその後

  平成９年の発掘調査終了から20年。現地公開，シンポジウム

開催，国の重要文化財・史跡への指定，「上野原遺跡縄文の

森」整備と県立埋蔵文化財センターの移転設置など，上野原遺

跡の周囲はめまぐるしく変化しました。そして現在，県内をは

じめ全国で発掘調査事例が増加し研究が進むなか，調査成果の

多方面からの解析やそれに基づく遺跡の再評価，次世代へ向け

た史跡整備計画の検討などが課題であると言えます。

　旧４工区・10地点近くの展望台に登ると，南に桜島，北に霧

島連山の雄大な姿が遠望できます。復元された落葉広葉樹や照

葉樹の森も見えます。この風景は，9,500年前からさほど変

わっていないはずです。列島の黎明期，台地上に多くの人々が

住み着き，やがて数千年をかけ独自の縄文文化を成熟させて

いった。上野原遺跡には，その過程がはっきりと残されていま

す。上野原台地は，生活の安定（定住）を獲得した人々が，精

神の高まり（祀り・祈り・装飾）を謳歌するに至る文字通りの

舞台でした。今後も多くの遺跡が発掘され，新たな発見と成果

がもたらされるでしょう。それでも，上野原遺跡が縄文時代

早期研究を進めるうえで，ひとつの指標・基準となる遺跡であ

ることに変わりはありません。
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歴史公園「上野原縄文の森」の多彩な活用について
(公財)鹿児島県文化振興財団　上野原縄文の森　古江真美

１　上野原縄文の森とは

　上野原縄文の森は，平成11年に国指定史跡として指定された「上野原遺跡」を保存・活用し，子

どもから大人まで「縄文の世界と向き合い，ふれあい，学び，楽しむ場」として，平成14年10月５

日オープンしました。36ｈaの広大な敷地は，コナラやクヌギ，クリなど落葉広葉樹の森からなる

約9,500年前の森「見学エリア」と，アラカシやヤマモモなどの照葉樹林の森からなる約7,500年前

の森「体験エリア」に分かれています。　

　「見学エリア」には，「国指定史跡」，上野原遺跡から出土した重要文化財が展示されている

「展示館」，発見当時の遺跡がそのまま観察できる「遺跡保存館」，約9,500年前のムラを復元し

た「復元集落」，上野原台地の地層がみられる「地層観察館」などがあります。

　また，「体験エリア」には，「埋蔵文化財センター」をはじめ，火おこしや弓矢作りなど多くの

縄文体験がいつでも楽しめる「体験学習館」，「祭りの広場」や「アスレチック」があり，家族み

んなで楽しめる施設です。

　平成19年には，地域に個性や魅力をもたらす「優れた歴史的・文化的資源を有し，地域の活性化

に貢献している歴史公園」として評価され，歴史公園100選にも選ばれています。

園内マップ 復元集落からみた展示館 遺跡保存館

２　上野原縄文の森の事業

（１）主な事業（太文字は後から説明する事業）

考古学講座（年 5回）
【鉄から読み解く鹿児島の古墳時代】

お出かけ体験隊 （通年）

【伊佐市立羽月小学校】

体験活動（通年）
【アクセサリー作り】
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お正月を楽しもう （年２回）

【ミニ門松作り】

縄文の森アートギャラリー （通年）

【写真クラブみやま】

夏休み縄文の森キャンプ
（７/22,23）

縄文の春まつり（５/３, ４, ５）
【火おこし大会】

縄文の秋まつり（10/28,29）
【火おこし大会】

ミニ企画展 （年３回）

【地層が語る鹿児島の歴史】

常設展示 （年３回展示）

【河口コレクションコーナー ： 牧遺跡】

不思議探検 （年３回）

【夜の森で虫たちを探そう】

かごしま県民大学連携講座 「チャレン

ジ縄文体験」 （年２回）

【縄文人のアクセサリー～髪針のデザ

インをいかした箸作り～】

国分南中ボランティアガイド研修
【事前学習会】

企画展（年３回展示入替）
【第 48 回企画展】

一日縄文人体験（年６回）
【土笛で太古の音色を奏でよう】
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（２） 上野原縄文の森の多彩な活用

　上野原縄文の森の事業を，「歴史」・「文化」・「観光」・「地域振興」の４つの視点に 

沿って紹介します。

ア 「歴史」を知る
　　一日縄文人体験や夏休み縄文キャンプ村では，古代の人たちの知恵や工夫に気づく体験活動や

　復元された竪穴住居に泊まって，人間と自然との関係や歴史について考える機会を作っていま

　す。

〇　第3回ミニチュア竪穴住居作り（H29.8/5）

　内容：縄文人が暮らしていた竪穴住居のミニチュア　

 作り

　感想：今の家とはずいぶん違うと思った。屋根を 

作るところが難しかった。

〇 　 夏 休 み 縄 文 の 森 キ ャ ン プ （ １ 泊 ２ 日 ）

（H29.7/22,23）

内容：縄文の森でしか体験できない竪穴住居泊，

縄文服作りや縄文料理作り，縄文

村の火まつり

　感想：料理（ごはん）が上手くできてうれしかっ

た。昔はごはんをたべるのもたいへんだっ  

たんだ。

イ 「文化」を学ぶ
企画展や考古学講座では，郷土への興味・関心に応え，学ぶ機会を提供するため，常設展示

だけでは紹介出来ない鹿児島の歴史や文化をテーマに沿って効果的に展示をしたり，南九州

を中心とした文化財に関する講座を実施しています。

〇　縄文の森展示館企画展（年３回展示入替）

第４９回企画展　

　　開園１５周年記念縄文ワールドかごしま

　（H29.7/14～11/5）

　　内容：鹿児島の縄文文化を象徴する資料を

一堂に公開

〇　考古学講座（年５回）

第１回　はじめての考古学

 ～南九州の土器からわかること～

(H29.5/13)

内容：小さな凹みに残された痕跡からわかる当

　　時の生活について解説
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ウ 「観光」（ニーズにあわた対応）
　　来園者の滞在時間やニーズにあわせて，屋内外の展示施設のガイドを行っています。また，体

　験学習館では，縄文の世界をまるごと体験できる多くのメニューを常時行っています。

〇　施設ガイド

縄文の森ボランティアによるガイド どんぐり倶楽部による屋外ガイド

　　縄文の森職員によるガイド 国分南中学校ボランティアガイド (H29.8/2 ～ 8/4)

〇　体験学習館（通年）

　土器作り，弓矢作り，

　お絵かき土器，

どんぐりアート，

アクセサリー作り，

　火おこし　など 土器作りの様子

弓矢遊び

いつでも体験できる

多彩なメニュー 
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エ 「地域振興」（楽しむ場の提供）
　　春まつり，秋まつりなど参加型の体験イベントを催して，人々が憩い，楽しみ，集う場を提供

　しています。また，「霧島市上野原縄文の森駅伝」や「鹿児島３０K in 上野原縄文の森」な

　どを誘致するなど，広大な敷地をスポーツイベントにも活用しています。

〇　春まつり（H29.5/3.4.5），秋まつり（H29.10/28.29）

隼人中学校吹奏楽部演奏 （H29.5/3）  火おこし大会 （H29.5/5）

　縄文体験では，霧島市教育委員会　生涯学習ボランティアバンクの紹介で，国分中央高等学校・隼人工業

高等学校・国分高等学校の生徒の皆さんにボランティアでお手伝いをいただいています。

〇　祭りの広場の活用（スポーツ活動の誘致）

霧島市上野原縄文の森駅伝 （H29.3/12）　 鹿児島３０K in 上野原縄文の森 （H28.12/17）
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３　おわりに

　平成27年度からは，新しい取り組みとして，来館者の「また，来たい」につなげることを目標

に,企画展示が「子どもたちにわかりやすく，親子で学べ，一般の観覧者にやさしい展示」になる

ように，工夫改善をしています。　

　まず，企画展開始後に再度職員全員で展示室を見回り，よりわかりやすく，より見やすくするた

めの改善点を洗い出して修正を加えていきます。

　さらに，観覧者が展示を見る楽しさを感じてもらえるように，職員が観覧者にさりげなく声かけ

し，寄り添い共感しながら展示をご覧いただく活動を行っています。

職員で改善点を出し合っています 　観覧者にさりげなく声かけします

　また，夏休み企画として，夏休み期間中に子どもたちに参加してもらえるプログラムやワーク

ショップを開催するなど，より多くの方に満足していただけるような企画を工夫しています。

これらの取り組みをとおして，来館者に「また，来るね」のひと言をいただけるようこれからも

活動を継続していきます。

あなたならどう使う？縄文人の道具

【第 49 回企画展　夏休み企画プログラム】

縄文人なりきり土器作り

【第 49 回企画展　夏休み企画作りワークショップ】
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文化財を活かした着地型観光
～企画実績から考える文化財の利活用～

鹿児島県旅行業協同組合
理事（兼）旅行事業部長　本田　静
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新しい視点から遺跡を考える
－第二の発掘で上野原遺跡を調べよう－
（公財）鹿児島県文化財振興財団 埋蔵文化財調査センター文化財専門員

眞邉　 彩

１　はじめに

　発掘調査で出土する遺物は，土器や石器が主体を

占めます。では，図１の上野原遺跡の復元画を見て

みましょう。当然のことながら，当時はどの遺跡に

おいても土器や石器以外に，住居の建築材やカゴな

どの日常生活の道具，食物，植物，動物，虫などの

１　資料の選別

（１点ずつ土器を観察する）

多様なものが存在していたはずです。ところが，長い年月をかけて遺跡が埋没する過程で，ほとん

どの有機物資料が分解・消滅してしまいます。

　これらの資料を復元するため，新たな分析法が年々開発されており，出土資料が再検証されてい

ます。ここでは一つの例として，土器に残る痕跡から当時の微細な資料を拾い出す，『圧
あ っ こ ん

痕レプリ

カ法』という方法を紹介します。

２　土器圧痕調査と圧痕レプリカ法

　土器は一度焼成されると，後から何かを練り込んだり押し付けたりすることはできません。土器

製作の際に粘土中に入った，あるいは土器表面に付いた種子や昆虫などは，そのまま焼け落ちて土

器に凹みや穴として残ります。これを『圧痕』と呼びます。圧痕レプリカ法は，圧痕にシリコーン

剤を流し込んで型取りし，原体の形状を復元する方法です（図２）。この方法が紹介されて以降，

全国各地，さらには海外でも土器の圧痕調査が行われ，新たな発見が相次ぎました。例えば，マメ

科植物のダイズやアズキが縄文時代中期から栽培されていたこと，コクゾウムシが家屋害虫として

縄文時代早期から人々と深い関係があったことなどが分かってきました（図３）（小畑 2011，中山

2010，Obata et al.2011 など）。

２　シリコーン剤の充填

（土器表面にはコーティング剤を塗る）

３　完成したレプリカ

図２　圧痕レプリカ法
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　圧痕調査は，土器片の大きさや残存部位などに関係なく全ての資料を１点ずつ調査する悉
しっかい

皆調査

という手法を取ります。現在，上野原遺跡出土土器の圧痕調査を行なっていますが，上野原遺跡の

膨大な資料を全て調査するにはしばらく時間がかかりそうです。しかし，まだ調査数は少ない中で

も数点の種実が検出されており，調査が進めば検出例も増えると期待されます。また，上野原遺跡

では縄文時代早期前葉・後葉，晩期，弥生時代と複数の時期の遺物が出土しており，時期別の利用

植物や周辺環境の変化なども把握できるかもしれません。さらなる上野原遺跡の実態を解明できる

よう，調査を続けていきます。

　圧痕の悉皆調査によって，報告書に掲載できなかった破片資料にも再度目が向けられることにな

りました。新しい分析法をもとに再検証を行なうには，収蔵資料が貴重な情報源となります。資料

を保存し，遺跡を多角的な視点で検証していくことで，遺跡を新しい目で見つめ直すことができる

のです。
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Maize Weevils Found in Jomon Potteries, Japan.　電子科学ジャーナル PLoS ONE．

アズキ（塚ヶ段遺跡）

図３　圧痕レプリカの電子顕微鏡画像（画像提供：熊本大学 小畑研究室）

コクゾウムシ（三本松遺跡）
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「上野原遺跡の今」

　昭和 61（1986）年に上野原遺跡の発掘調査を開始してから，平成 28 年度で 30 周年を迎え

ました。

　２つ並んで見つかった完全な形の壷形土器や，九州最古の土偶，国内最古・最大級の集落跡，

国内最大級の落とし穴など，画期的な大発見が続いた上野原遺跡。

　全国に先駆けて花開いた南の縄文文化は，当時大きな注目を浴びました。　

　今，それらの成果はどのような位置づけにあるのでしょうか。

　ここでは，上野原遺跡の早期前葉（約 9,500 年前）と早期後葉（約 7,500 年前）の主な発

掘調査成果を，近年発掘調査された県内各地にある同時期の遺跡の調査成果と比較しななが

ら，30 周年を迎えた「上野原遺跡の今」を紹介します。

上野原遺跡発掘 30 周年

発掘調査区全景
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集落が営まれた時代
～縄文時代早期前葉 （約９,５００年前） ～

　上野原台地の北東側に位置する地点は，「南九州地域における定住化初期の様相を典型的

に示す大集落で，日本列島の縄文時代の開始期を知る重要な遺跡」として，平成 11（1999）

年１月 14 日に国の史跡に指定されました。

　縄文時代早期前葉（約 9,500 年前）の上野原遺跡は，貝殻文をもつ円筒形や角筒形の土器

を使った人々が生活した遺跡です。この頃の県外の遺跡では，10 軒の竪穴住居跡がみつか

れば大遺跡と言われるところですが，上野原遺跡では 52 軒の竪穴住居跡が見つかりました。

また，２条の道跡 ，調理施設である 39 基の集石遺構や 16 基の連穴土坑，それに約 270 基

の土坑が集落を構成していたことがわかりました。

　さらに，竪穴住居跡や連穴土坑が廃棄されて自然に埋まっていく途中で，桜島の噴出物で

あるＰ13 火山灰が堆積しており，このＰ13 火山灰を年代測定した結果，約 9,500 年前とい

う年代が得られたことから，それよりも古い集落跡であることが判明しました。

竪穴住居跡

連穴土坑 縄文時代早期前葉　遺構検出状況
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現在，鹿児島県内では，上野原遺跡のように定住

化初期の様相を示す遺跡として加栗山遺跡，

前原遺跡（ともに鹿児島市），建昌城跡（姶良市），

定塚遺跡（曽於市）など 18 遺跡が見つかっていま

す。（住居跡が見つかっていない遺跡は除く。）

　その中でも特に，平成 17 年度に発見された定塚

 遺跡（曽於市）からは，97 軒の竪穴住居が発見さ

れました。これらの遺跡の発見により，南九州地域

が，他県に比べていち早く定住化していたことが再

確認されました。（表１参照）

　上野原遺跡は，今なお縄文時代早期前葉における

県内最古・最大級である大規模集落跡の代表的存在

であることは変わっていません。 

遺跡名 市町村名 遺構名 検出数
1 加栗山 鹿児島 竪穴住居址 16 県16 1981
2 倉園B 志布志 竪穴住居跡 4 志布志７ 1984
3 夏井土光 志布志 竪穴住居跡 2 志布志21 1991
4 地蔵免 曽於 竪穴住居跡 1 末吉14 1994
5 丸岡A 志布志 竪穴状遺構 1 志布志25 1996
6 栫ノ原 南さつま 竪穴状遺構 1 加世田15 1998
7 鷹爪野 南九州 竪穴状遺構 8 川辺６ 1998
8 大中原 南大隅 竪穴住居状遺構 4 根占９ 2000
9 上野原 霧島 竪穴住居跡 52 セ28 2001
10 桐木 曽於 竪穴住居跡 4 セ75 2004
11 益畑 鹿屋 竪穴住居跡 2 串良11 2005
12 弓場ヶ尾 志布志 竪穴状遺構 2 志布志35 2005
13 永迫平 日置 竪穴住居跡 9 セ93 2005
14 前原 鹿児島 竪穴住居跡 25 セ107 2007
15 定塚 曽於 竪穴住居状遺構 97 セ153 2010
16 建山 曽於 竪穴住居跡 4 セ152 2010
17 建昌城跡 姶良 竪穴状遺構 67 姶良10
18 平良上C 大崎町 竪穴住居跡 6 財11 2017

報告書・発行年度

表１　縄文時代早期前葉（約 9.500 年前）の竪穴住居が見つかっている遺跡

　  上野原遺跡出土の土器

（円筒形，角筒形，レモン形）

【参考・引用文献】鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（153）『定塚遺跡』第４分冊
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前原遺跡遺構検出状況

（右）前原遺跡出土の土器
国の重要文化財に指定
 （円筒形，角筒形，レモン形）

定塚遺跡出土の土器（円筒形）

定塚遺跡遺構検出状況
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円筒形と角筒形，そしてレモン形土器の発見！

   上野原遺跡の集落跡から出土した縄文土器の文様は縄目ではなく，主に，「ハイガイ」や「サ

ルボウ」といった海に生息する貝で文様を施しています。形は，上から見た形が○の円筒形

と□の角筒形があり，胴部は筒状，底部は平らになっています。

  角筒形は全国でもほとんど例のない特殊な形の土器です。南九州で独自に発生したと考え

られ，上野原遺跡で用いられていた頃が文様・形状ともに最も美しいと言われています。ま

た，土器の厚さは薄く仕上げられており，当時の土器製作技術の高さが窺えます。この土器

は，広く南九州一帯に分布しており，平底の特徴など南九州の独自性が濃くなっています。

  用途としては，煮炊きやドングリなどのあく抜きに使われたと考えられています。

  今，この時期の土器として円筒形・角筒形の土器の他に，上から見た形がレモン形をした

土器があることが分かってきました。「レモン形」と呼ばれるこの土器は，口縁部の突起が

角筒形は４か所であるのに対し２か所で，突起のない部分は丸くなっています。底部の平底

と文様の形態は，円筒形・角筒形と同じです。

建山遺跡出土のレモン形土器前原遺跡出土のレモン形土器
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形の整った石皿

　上野原遺跡からは，木の実を磨りつぶす道具として石皿が数多く出土しています。その一

部は，わざわざ手間をかけて形を整えたもので，加栗山遺跡から出土した石皿と形が似てい

ます。上野原遺跡のこの石皿は，完全な形のものはなく，割れた一部分が出土しています。

   その後発掘調査された永迫平遺跡や定塚遺跡からも，使い込まれた完全な形の石皿が見

つかり，縄文時代早期前葉（9.500 年前）期に見られる石皿の一つの形であることが再確認

されました。

　この時期の大規模な集落跡からこのような石皿が見つかることは，定住が始まって，当時

の人々の生活に余裕ができたからかもしれません。

遺跡名 市町村名
1 加栗山 鹿児島 県16 1981
2 山崎B 湧水 県18 1982
3 永野 南九州 知覧1 1983
4 宇治野原 南さつま 金峰3 1992
5 鷹爪野 南九州 川辺6 1998
6 上野原２～７ 霧島 セ２８ 2001
7 大中原 南大隅 根占9 2000
8 上野原２・３ 霧島 セ58 2003
9 桐木 曽於 セ75 2004
10 永迫平 日置 セ93 2005
11 諏訪牟田 南さつま セ112 2007
12 前原 鹿児島 セ107 2007
13 市ノ原 日置 セ140 2009
14 建山 曽於 セ152 2010
15 定塚 曽於 セ153 2010
16 建昌城跡 姶良 姶良10 2015

報告書・発行年度

形の整えられた石皿と磨石
（左：定塚遺跡，中央：永迫平遺跡，右：加栗山遺跡）

上野原遺跡出土の土器
（円筒形，角筒形，レモン形）

表２　レモン形土器が出土している遺跡

【参考・引用文献 】黒川忠広 2003「南九州貝殻文系統土器の組合せに関する

覚え書き」『年報・紀要 縄文の森から』創刊号

鹿児島県立埋蔵文化財センター
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マツリの時代
～縄文時代早期後葉（約 7,500 年前）～

　上野原台地の南東側に位置する地点では，アカホヤ火山灰の下から，日常的に使われた数

多くの土器や石器のほか，祈りやマツリに使われたと考えられる土偶，耳飾り，パレット形

土製品，異形石器など，当時の精神文化を示す道具類も出土しています。

　上野原遺跡で大量に出土した遺物の中の代表的な出土品 767 点は，「南九州における文化

の先進性を物語る貴重な学術資料」と高く評価され，平成 10（1998）年６月 30 日に国の重

要文財に指定されました。

上野原遺跡の豊かな縄文文化

（縄文時代早期後葉の出土遺物：重要文化財）
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異形土製品

　上野原遺跡からは，三角形や分銅形など不思議な

形をした土製品が数多く出土しています。中でも三

角形の形をしたパレット形をしたものは，片面が皿

状に窪み，長辺に斜めに貫通させた穴を 1列に配列

しています。

　今でも，このような異形土製品の出土例は全国的

にも珍しく，その用途もはっきりわかっていません。

九州最古の土偶

　土偶は縄文時代早期には九州地方では使われておらず，後期に

なって西日本から伝えられたと考えられてきました。

　しかし，上野原遺跡からは縄文時代早期後葉の土偶が出土し，

当時は西日本最古の土偶として注目を浴びました。

　平成８（1996）年に三重県松阪市の粥見井尻遺跡から縄文時代

草創期の土偶が２点見かりましたが，九州では今だ上野原遺跡の

土偶が最古の土偶となっています。

土製耳飾り

　上野原遺跡からは，土製の耳飾りが 28 点出土して

います。耳たぶに穴を空けてピアスのように付ける

ものです。大きいものでは，直径 12 ㎝，重さ 100ｇ

にもなるものも出土しています。

　耳飾りは，縄文時代中期（約 4,500 年前）に東日

本で発達しますが，上野原遺跡では，縄文時代早期

後葉（7,500 年前）の耳飾りが確認され，その文化

の先進性が注目されています。

　今，県内では，この時期の耳飾り（耳栓状土製品

を含む）が 18 遺跡 44 例確認されています。しかし，

１つの遺跡から出土する数は少なく，数や大きさな

ど上野原遺跡に勝るものはありません。

土製耳飾り

土製品

土偶
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表３　縄文時代早期後葉の土製耳飾りが見つかっている遺跡

【参考・引用文献】鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（171）『鳴野原遺跡 B地点』

形態分類

形

沈線文 滑車形

刺突連点文 滑車形

2 下田遺跡 志布志市 沈線文・刺突連点文 滑車形 志布志22 1992

無文 臼形

細線刻 滑車形

細線刻 滑車形

縁に刺突 滑車形

4 石打遺跡 湧水町 沈線文 滑車形 円盤状有孔土製品想定 吉松町44 1999

沈線文・刺突連点文 滑車形 赤色顔料塗布

無文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形 赤色顔料塗布

刺突文・沈線文 滑車形

無文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

沈線文 滑車形

沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形 赤色顔料塗布

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

無文 鼓形

刻目 滑車形

6 出水平遺跡 曽於市 曲線文 滑車形 セ43 2002

刻目 滑車形 赤色顔料塗布

無文 滑車形

無文 滑車形

8 三角山Ⅱ遺跡 中種子町 無文 セ63 2004

9 横堀遺跡 志布志市 無文 滑車形 有明町８ 2005

10 堂園平遺跡 日置市 無文 滑車形 セ104 2006

11 諏訪前遺跡 南さつま市 無文 鼓形 セ112 2007

沈線文・刻目 滑車形

沈線文・刻目 滑車形

13 宮ヶ原遺跡 曽於市 無文 臼形 セ173 2012

14 鳴野原B遺跡 南九州市 無文 鼓形 セ171 2012

15 山口遺跡 薩摩川内市 無文 鼓形 セ179 2013

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

刺突文・沈線文 滑車形

1997

ー ー

2001

※河口貞徳1982「石坂上遺跡」『知覧町郷土史』に掲載。

備考文様 報告書･発行年度

1982

2009

知覧町８

平成２７年度発掘調査で出
土。報告書未刊行。

同一個体の可能性

知覧町郷
土史※

セ134

セ60

セ28

2003

小牧
古墳群

1

12

3

16

7

5

陣之尾遺跡

城ヶ尾遺跡

上野原遺跡
10地点

西垂水遺跡

石坂上遺跡

遺跡名

志布志市

市町村

霧島市

南九州市

伊佐市

霧島市

南九州市
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「双子壺」

上野原台地の南東側に位置する区域の最も高い場所からは，一対で発見された壺形土器を

はじめ 11 基の土器埋納遺構が見つかっています。この場所で，マツリが行われたと考えら

れています。一般的に弥生時代になってから使われるようになる壺形土器が，5,000 年以上

もさかのぼる約 7,500 年前にすでにつくられていたことも明らかになりました。

　現在，上野原遺跡の成果から，同じ時期の壺形土器の出土例が増えつつあります。約

7,400 年前の遺跡である城ケ尾遺跡（霧島市）からは，埋納された壺形土器が，ほぼ完全な

形で３個体出土していますが , 上野原遺跡の「双子壺」（２つの壺形土器が並んで出土）のよ

うな出土例を示す遺跡は，他にありません。

２個ならんで埋められていた壺形土器

縄文時代早期後葉（約 7.500 年前）の遺物出土状況

「双子壺」とその周囲から出土した壺
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　上野原遺跡の今

　上野原遺跡の早期前葉（約 9,500 年前）と早期後葉（約 7，500 年前）の主な発掘調査成

果を，近年県内各地で発掘調査された同時期の遺跡の調査成果と比較し，30 周年を迎えた「上

野原遺跡の今」について紹介しました。　

　上野原遺跡は，これまでの縄文時代の遺跡では知り得なかった情報を数多く含み充実した

ものであること，縄文時代早期の時代に南九州で多彩な縄文文化が花開いたこと，そして，

日本列島における縄文文化の成り立ち，発展を知る上で貴重な遺跡であることは，発掘調査

から 30 年経った今でも変わることはありません。

遺跡名 市町村名
1 石坂上 南九州 『石器時代』第１号 1955
2 別府（石踊） 志布志 志布志1 1979
3 石峰 霧島 県12 1980
4 中尾田 霧島 県15 1981
5 前畑 鹿屋 県52 1990
6 塚ノ越 日置 吹上4 1990
7 香ノ田 志布志 松山5 1990
8 坂ノ下 霧島 県59 1991
9 下田 志布志 志布志22 1992
10 平栫 霧島 『鹿児島考古』26 1992
11 飯盛ヶ岡 鹿屋 セ3 1993
12 榎崎B 鹿屋 セ4 1993
13 星塚 霧島 セ7 1993
14 小市原 薩摩川内 樋脇2 1999
15 石打 湧水 吉松4 1999
16 七ツ谷 湧水 吉松4 1999
17 上野原10 霧島 セ21 2000
18 九日田 曽於 セ36 2002
19 出水平 曽於 セ43 2002
20 上野原２・３ 霧島 セ58 2003
21 城ヶ尾 霧島 セ60 2003
22 後迫 大崎 セ66 2003
23 寺山 南九州 川辺13 2004
24 横井・竹ノ山 鹿児島 セ67 2004
25 桐木 曽於 セ75 2004
26 須行園 中種子 中種子7 2004
27 永磯 霧島 セ61 2006
28 牧ノ原B 志布志 セ124 2008

報告書・発行年度

表４　縄文時代早期後葉の壺形土器が見つかっている遺跡

【参考・引用文献 】新東東晃一　2003「縄文時代早期の壺形土器出現の意義」『年報・紀要 縄文の森から』創刊号　

鹿児島県立埋蔵文化財センター
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１ 沿 革

(1) 「上野原遺跡」のあゆみ
昭和59年 3月 国分・隼人テクノポリス開発計画決定

11月 鹿児島県土地開発公社（現鹿児島県地域振興公社）用地取得開始
昭和61年度 「国分上野原テクノパーク」１工区の一部を発掘

【弥生時代の土器，竪穴住居跡等の発見】
平成 3～ 6年度 ３工区発掘

【縄文時代早期後葉の壺形土器，土偶，耳飾り（耳栓）等の発見】
平成 7～ 9年度 ４工区発掘

【縄文時代晩期の竪穴住居跡，弥生時代の竪穴住居跡や１０数列の柵跡等発見】
平成9年5月26日 「縄文時代早期前葉（約9,500年前）の国内最古・最大級の定住化した集落遺跡

の発見（４工区）について」の調査成果記者発表
5月27日 「上野原遺跡」現地公開開始（6月20日まで：見学者合計36,706人）
6月 2日 須賀県知事現地保存表明
6月20日 「上野原遺跡」保存・活用懇話会（第１回）
7月 2日 竪穴住居復元表明（定例知事記者会見）
7月 8日 範囲確認調査開始（7月9日まで）
7月14日 復元公開区の設営作業開始
7月18日 「上野原遺跡」保存・活用懇話会（第２回）
7月20日 夏休み上野原遺跡現地公開（8月31日まで：夏休み見学者合計99,237人）
8月19日 見学者１０万人達成
8月23日 国分上野原シンポジウム（第１回）（会場：県文化センター）

テーマ「南九州は縄文文化の発祥の地か」
森浩一（同志社大学教授），小山修三・秋道智弥（国立民族博物館教授），新

東晃一・彌榮久志・今村敏照（県立埋蔵文化財センター）
9月 1日 「上野原遺跡」復元公開開始

遺跡埋め戻し作業開始（9月14日まで）
10月 4日 国分上野原シンポジウム（第２回）（会場：国分市民会館）

テーマ「縄文の知恵と感性」
小松左京（作家），小山修三（国立民族博物館教授），佐藤洋一郎

（静岡大学助教授），岡田哲也（詩人），池田博幸（フルート奏者），
今村敏照（県立埋蔵文化財センター）

10月24日 上野原遺跡保存活用検討委員会（第１回）
11月 1日 上野原遺跡チーム（県立埋蔵文化財センター）第４８回南日本文化賞

（特別賞）受賞
12月 7日 国分上野原シンポジウム（第３回）（会場：鹿児島市民文化ホール）

テーマ「縄文の生活と心」
佐原真（国立歴史民俗博物館長），竹下景子（女優），石毛直道・小山修三（国
立民族博物館教授），尾本恵一（国際日本文化研究センター教授），
新東晃一（県立埋蔵文化財センター）

12月19日 国指定史跡申請
平成10年1月 9日 上野原遺跡保存活用庁内検討連絡会（第１回）

1月21日 上野原遺跡保存活用検討委員会（第２回）
3月24日 上野原遺跡保存活用検討委員会（第３回）
4月 1日 文化財課内に上野原遺跡対策チーム設置
4月22日 上野原遺跡保存活用対策作業部会

上野原遺跡出土品パネル展（県庁）
4月28日 見学者２０万人達成
5月 8日 「われら縄文体験隊」実施（以後，毎月第２土曜日に開催）

上野原遺跡保存活用検討委員会（第４回）
5月13日 上野原遺跡保存活用庁内検討連絡会（第２回）
5月18日 上野原遺跡保存活用対策会議（第１回）
6月 5日 上野原遺跡保存活用対策会議（第２回）
6月 8日 上野原縄文村支援協会設立
6月26日 上野原遺跡保存活用庁内検討連絡会（第３回）
6月30日 「上野原遺跡」（３工区）の出土品７６７点が重要文化財に指定
7月 3日 上野原遺跡保存活用対策会議（第３回）
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7月10日 重要文化財「上野原遺跡出土品」指定記念特別展
（会場：黎明館，8月30日まで）

7月20日 案内ボランティア活動開始
7月25日 「上野原フェスタ′９８」（7月29日まで）
7月27日 「われら縄文体験隊」キャンプ実施（7月29日まで）
8月 9日 重要文化財「上野原遺跡出土品」指定記念特別展 記念講演会

テーマ「豊かな南の縄文文化」佐原真,国立歴史民俗博物館長 於黎明館講堂
10月 1日 上野原遺跡整備基本構想（案）縄文の森（仮称）文教委で提示
10月16日 文化財保護審議会が国指定史跡として文部大臣に答申
12月 1日 上野原遺跡出土品特別展（会場：埋蔵文化財センター，3月27日まで）
12月12日 講演「南九州の豊かな縄文文化」岡村道雄（文化庁）（国分市等主催）

平成11年1月14日 「上野原遺跡」が国指定史跡に指定
1月23日 講演「南九州の豊かな縄文文化」岡村道雄（文化庁）（県立図書館主催）
1月24日 上野原遺跡パネルディスカッションin東京（会場：朝日ホール）

テーマ「南の縄文文化を語る ～9,500年前のくらしと火山～」
司会：小林達雄（國學院大学教授）パネラー：佐原真（国立歴史民俗博物館

長），岡村道雄（文化庁主任文化財調査官），小林哲夫（鹿児島大学助教授），辻
誠一郎（国立民族博物館助教授）
基調報告者：冨田逸郎（県立埋蔵文化財センター）

2月16日 上野原遺跡保存活用庁内検討連絡会（第４回）
2月21日 上野原遺跡復元公開区植栽着手（3月16日まで）
3月12日 上野原遺跡整備基本計画（案）文教委に提示

北の縄文三内丸山・南の縄文上野原文化交流フォーラム（国分市）
4月 1日 文化財課内に上野原遺跡整備班（７人）設置
4月 5日 見学者３０万人達成
4月30日 上野原遺跡展示館第１回リニューアル
7月22日 国分南中学校の生徒による案内ボランティア開始
7月30日 「上野原フェスタ′９９」（8月1日まで）
10月 1日 復元公開区内に竪穴住居の復元家屋が10棟完成
12月17日 上野原遺跡展示館第２回リニューアル

平成12年1月25日 「鹿児島の夕べ」でパネル展示（東京都）
3月 2日 第1521回西日本宝くじの絵柄に上野原遺跡を採用
3月22日 上野原遺跡展示館第３回リニューアル
4月 1日 復元公開区の写真が平成12年度小学校６年社会科の教科書表紙（教育出版）に

掲載
復元家屋内に人形を配置し公開

5月 3日 展示館で耳取遺跡出土の線刻礫（耳取ビーナス）特別展示(5日まで)
6月14日 見学者４０万人達成
6月30日 支援協会ボランティアガイドの終了
7月21日 国分南中学校の生徒によるボランティアガイド開始（8月4日まで）

平成12年9月 2日 上野原縄文フェスタ2000「縄文シンポジウム」（国分シビックセンター）
コーディネーター：岡村道雄
パネラー：林謙作，西田正規，新東晃一，本田道輝

10月 1日 上野原遺跡ボランティア発足
10月 6日 展示館リニューアル テーマ「南の縄文一万年」
10月 7日 支援協会ボランティアガイド再開
10月16日 上野原縄文フェスタ2000(22日まで)

平成13年1月24日 上野原縄文の森の展示施設と埋蔵文化財センター（仮称）の起工式
2月21日 展示館リニューアル テーマ「解明される上野原－弥生時代以降の上野原－」
10月20日 上野原縄文フェスタ2001(21日まで)

平成14年2月28日 上野原縄文の森の展示施設と埋蔵文化財センター完成
3月 1日 見学者５０万人達成
3月29日 鹿児島県上野原縄文の森の設置及び管理に関する条例公布（施行10月5日）
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(2) 「上野原縄文の森」のあゆみ
平成14年4月 1日 上野原縄文の森の管理を財団法人鹿児島県文化振興財団が受託

上野原縄文の森職員（副園長以下財団職員２名，県出向５名，国分市派遣１名）
発令
県立埋蔵文化財センターが姶良町から移転・開所

10月 1日 初代園長 田 川 日出夫 発令
10月 5日 上野原縄文の森開園

開園記念式典（於 園内特設会場）
開園記念フェスタ実施(7日まで，無料開園)
開園記念特別企画展「鹿児島の考古名品展」（12月8日まで）

10月11日 高円宮殿下視察
12月15日 収蔵品展「再発見！鹿児島歴史－よみがえる古代の形」（平成15年2月9日まで）

平成15年1月23日 「鹿児島の夕べ」出展（東京都）
2月15日 速報展「新発見！鹿児島の遺跡２００２」（3月30日まで）
2月27日 入園者１０万人突破（１０万人目 東京都 喜多正）
3月 9日 第12回国分縄文の森駅伝大会（主催：国分市，場所：園周辺）
3月29日 上野原縄文の森支援友の会（愛称 どんぐり倶楽部）発足（会員数 55名）

（平成15年度）
4月27日 特別企画展「かごしま石の文化～ようこそストーンワールド～」（7月13日まで）
7月19日 特別企画展「よみがえる古代人～発掘された奄美諸島の世界～」（10月26日まで）
7月31日 復元集落竪穴住居（４棟）葺替補修実施
9月21日 入園者２０万人突破（２０万人目 姶良町 児玉俊明）
10月 4日 上野原縄文の森青空シンポジウム（祭りの広場特設会場）

対談「テーマ 森を語る」
宮崎緑（奄美パーク園長），山田昌久（東京都立大助教授）

シンポジウム「テーマ 遺跡と森」
パネリスト： 坂井秀弥（文化庁主任文化財調査官），安田喜憲（国際日本

文化研究センター教授），高田和徳（御所野縄文博物館長），田川日出夫（縄文
の森園長），新東晃一（県立埋蔵文化財センター），宮崎緑 司会：山田昌久

11月 1日 第６回企画展「火山と共に生きた人々～火の国鹿児島～」（～2月8日）
平成16年2月14日 第７回企画展「新発見！鹿児島の遺跡２００４速報展」（3月28日まで）

（平成16年度）
4月24日 第８回企画展「九州新幹線開業記念特別企画展 ～レールの下の物語～」

（7月11日まで）
5月 3日 上野原縄文の森“春まつり”実施（5月5日まで）
5月15日 企画展記念講演会 演題「川内平野の低湿地遺跡」

講師 川口雅之（県立埋蔵文化財センター文化財研究員）
5月24日 重要文化財の壺形土器等２６点を「日本の考古学 －曙光の時代」展に出展（文

化庁等主催，開催地 ドイツ ベルリン他）に出展（1月31日まで）
5月29日 入園者３０万人突破（３０万人目 北九州市 上田時子 様）
7月17日 第９回企画展「命と祈りの考古学」（10月17日まで）
8月 7日 企画展記念講演会 演題「埋葬遺跡にみられる死生観」

講師 中村耕治（県立埋蔵文化財センター主任文化財主事）
8月30日 台風16号により樹木に被害（倒木,半倒木数 312本 被害金額 10,961千円）
9月 7日 台風18号により樹木に被害（倒木,半倒木数 504本 被害金額 6,397千円）
9月29日 台風21号により樹木に被害（倒木,半倒木数 285本 被害金額 6,300千円）
10月 2日 上野原縄文の森“秋まつり”実施（10月3日まで）
10月23日 第１０回企画展「発掘された鹿児島の文様」（1月30日まで）

吉野ヶ里歴史公園「秋祭り」出展（10月24日まで）
11月20日 企画展記念講演会 演題「かごしまの原始文様」

講師 （県立埋蔵文化財センター 東 和幸文化財主事）
平成17年 2月 5日 第１１回企画展「新発見！鹿児島の遺跡２００５～鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター速報展～」（5月29日まで）
2月26日 企画展記念講演会 演題「東九州自動車道関係遺跡を中心に」

講師 （県立埋蔵文化財センター 大保 秀樹文化財主事）
3月19日 田川日出夫園長特別講演会 演題「縄文時代の食物・ドングリについて」
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（平成17年度）
4月 1日 第２代園長 内 村 正 弘 就任（副園長より）
5月 4日 入園者４０万人突破（４０万人目 佐賀県神崎町 北吉泰博 様）
6月 4日 第１２回企画展「上野原遺跡発掘２０周年記念展」（10月2日まで）
7月30日 企画展記念講演会 演題「上野原遺跡発掘２０年を振り返って」

講師 （上野原縄文の森 冨田 逸郎事業課長）
9月 6日 台風１４号により樹木に被害（倒木,半倒木数 233本 被害金額 5,810千円）
9月 9日 ㈱トヨタ車体研究所及びトヨタ車体㈱から電動カー２台の寄贈を受ける
10月 8日 第13回企画展「火山と地震と洪水と～災害考古学展～」(1月29日まで）
11月 7日 広域合併により新市「霧島市」誕生
11月12日 企画展記念講演会 演題「考古学からみた火山と地震と洪水の災害」

講師 （県立埋蔵文化財センター 新東 晃一次長）
吉野ヶ里秋祭り「弥生の遺跡大集合」出展（11月13日まで）

平成18年 1月 5日 鹿児島県上野原縄文の森の指定管理者として鹿児島県文化振興財団を指定
2月 4日 第１４回企画展「新発見！かごしまの遺跡２００６～鹿児島県立埋蔵文化財センタ

ー速報展～」（3月31日まで）
宮崎，熊本，鹿児島三県境合同ふるさと物産展出展（宮崎県えびの市）

3月11日 企画展記念講演会 演題「平成１７年度調査成果報告」
講師 （県立埋蔵文化財センター 抜水茂樹 文化財主事，八木澤一郎文化

財主事，東和幸 文化財主事 ）

（平成18年度）
4月 1日 (財)鹿児島県文化振興財団が指定管理者として管理運営開始
4月 1日 第３代園長 山 本 英 司 就任 （県立武岡台高等学校長より）

第１５回企画展 「新発見！かごしまの遺跡２００６～鹿児島県立埋蔵文化財
センター速報展～」（7月9日まで）

4月 6日 入園者５０万人突破（５０万人目 山口県防府市 川岡葉子 様）
4月23日 「縄文の森中・高校生ボランティアガイドの会」結成
7月15日 第１６回企画展 「縄文海進と錦江湾の考古学～６０００年前の地球温暖化～」

（11月12日まで）
11月 4日 企画展記念講演会 演題「縄文海進！６０００年前の海岸線を求めて」

講師 （鹿児島大学総合研究博物館 大木 公彦館長）
11月18日 第１７回企画展「新種子島空港開港１周年記念展～熊毛の考古学，南の島の最

古の土器～」（3月31日まで）
12月 1日 入園者６０万人突破（６０万人目 鹿児島市立鹿児島女子高等学校１年生久保

美沙希 様）
平成19年 2月16日 「日本の歴史公園１００選」の一つに選定される

3月17日 企画展記念講演会 演題「ロケットの島で大昔を掘る」
講師 （県立埋蔵文化財センター 中村和美 文化財主事）

（平成19年度）
4月28日 第１８回企画展「新発見！かごしまの遺跡２００７～鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター発掘速報展～」（7月8日まで）
6月 2日 企画展記念講演会 演題「農業センター遺跡群，狩俣遺跡ほか各遺跡発掘報告

会」 講師 （県立埋蔵文化財センター職員）
6月 3日 第２回サンデー縄文体験講座「琥珀アクセサリー作り体験２（研磨）」実施
6月15日 第３回縄文の森アートギャラリー「自然の恵み 草木染めと器展」

（6月17日まで）
6月16日 第２回１日縄文人体験 ｢草木染工房′０７」実施
7月14日 第１９回企画展 「道の島の大むかし～古代・中世の交易ルート，奄美諸島～」

（12月2日まで）
9月29日 企画展記念講演会 演題「道の島の大むかし～古代・中世の交易ルー

ト，奄美諸島～」 講師 （鹿児島県教育庁文化財課 青 﨑 和 憲）
10月 2日 第９回縄文の森アートギャラリー「縄文の森５周年の歩み展」（10月8日まで）
10月 6日 上野原縄文の森開園５周年事業「どんぐりコンサート＆植樹祭」
11月17日 入園者７０万人突破（７０万人目 霧島市立霧島小学校５年生 山内くるみ

様）
12月 8日 第２０回企画展 「殿様の器から庶民の器まで～掘り出された薩摩焼～」

（3月30日まで）
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平成20年 1月19日 企画展記念講演会 演題「薩摩焼のプロセス」
講師（鹿児島陶磁器研究会 関 一之 県立埋蔵文化財センター 関 明恵）

（平成20年度）
4月 1日 第４代園長 山 本 文 雄 就任（県教育委員会教育次長から）
4月26日 第２１回企画展「新発見！かごしまの遺跡２００８～県立埋蔵文化財センター

発掘速報展～」実施（7月13日まで）
6月14日 企画展記念講演会実施 演題「新発見！かごしまの遺跡発掘報告会」

講師（鹿児島県立埋蔵文化財センター職員）
出前縄文体験実施 ｢たるみず科学探検団」

7月19日 第２２回企画展 「縄文の曙と終末～縄文時代，その１万年の始まりと終わり」
実施（11月30日まで）

9月20日 企画展記念講演会実施 演題「縄文の衣食住について」
講師（鹿児島県歴史資料センター黎明館 東 和幸）

10月19日 入園者８０万人突破記念セレモニー実施「くす玉割り」「記念品贈呈」
12月 6日 第２３回企画展 「発掘された鹿児島の窯跡」実施（3月31日まで）

平成21年 2月 7日 企画展記念講演会実施 演題「鹿児島の瓦・焼き物生産の始まりと移り変わ
り」
講師（鹿児島県立埋蔵文化財センター次長 池畑 耕一）

3月22日 出前縄文体験実施 ｢なんでも鑑定団」

（平成21年度）
4月18日 第２４回企画展「明らかにされた南薩の祈り ～命への想い 南摺ヶ浜の人々

～」（7月12日まで）
5月30日 企画展記念講演会 演題「南摺ヶ浜遺跡が伝えてくれたもの」

講師 （鹿児島県立埋蔵文化財センター職員 ）
7月18日 第２５回企画展 「新発見！かごしまの遺跡２００９ ～県立埋蔵文化財センタ

ー発掘速報展～」 （11月29日まで）
8月 5日 スクールサポートプログラム「先生のための教育サポート」 地域貢献体験

（8月7日まで）
8月 7日 来園者９０万人突破セレモニーの（くす玉割り，記念品贈呈）
8月 9日 企画展記念講演会 演題「鳴野原遺跡A地点」「屋鈍遺跡」「建山遺跡」

講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員
9月12日 企画展記念講演会 演題「領家西遺跡」「下ノ原B遺跡」「中尾遺跡・荒田遺跡・

桜谷遺跡」 講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員
11月 3日 企画展記念講演会 演題「虎居城遺跡」「石縊遺跡・十三塚遺跡」「川 骨遺跡」

講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員
11月 6日 ボランティアガイド感謝状贈呈 （国分南中学校へ）
12月 5日 第２６回企画展 「いにしえびとの想い ～考古資料で見る書・描・像の世界

～」（3月31日まで）
平成22年 2月13日 企画展記念講演会 演題「鹿児島県の出土文字資料について」

講師：ラサール学園教諭 永山修一

（平成22年度）
4月17日 第２７回企画展「理科少年の考古学探検記 ～科学の目で見る考古学の世界～」

（7月11日まで）
5月14日 来園者１００万人突破セレモニーの（くす玉割り，記念品贈呈）
5月29日 企画展講演会 演題「理科少年の考古学探検記 ～科学の目で見る考古学の世

界～」 講師 （鹿児島県立埋蔵文化財センター職員 ）
7月17日 第２８回企画展 「新発見！かごしまの遺跡２０１０ ～県立埋蔵文化財センタ

ー発掘速報展～」 （11月28日まで）
7月17日 企画展講演会 演題「栫城跡」「中郡遺跡群」

講師 （鹿児島県立埋蔵文化財センター職員 ）
8月 7日 企画展講演会 演題「宮ノ上遺跡」「上水流遺跡」

講師 （鹿児島県立埋蔵文化財センター職員）
10月30日 企画展講演会 演題「下鶴遺跡」「定塚遺跡」

講師 （鹿児島県立埋蔵文化財センター職員 ）
12月 4日 第２９回企画展 「古代アクセサリーの魅力」 （3月21日まで）

平成23年 1月29日 企画展講演会 演題「玉と腕輪と貝符のはなし」
講師 （熊本大学文学部 教授 木下 尚子）

35



（平成23年度）
4月 1日 第５代園長 永 野 勉 就任（前松陽高等学校長）
4月16日 第３０回企画展「不思議な出土品」（7月10日まで）
5月28日 企画展講演会 演題：不思議な出土品

講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員
7月16日 第３１回企画展 「新発見！かごしまの遺跡２０１１

～県立埋蔵文化財センター発掘速報展～」（11月27日まで）
7月16日 企画展講演会 演題：全体ガイダンス，近代化産業遺産群

講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員
8月27日 企画展講演会 演題：「鳴野原遺跡Ａ地点」「外畠遺跡」

講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員
11月12日 企画展講演会 演題：「立小野堀遺跡」「南下遺跡」

講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員
12月 3日 第３２回企画展「川内川流域に生きた人々 ～激甚災害対策特別緊急事業に

伴い発掘された遺跡～」 （3月18日まで）
平成24年 1月21日 企画展講演会 演題：青銅器の形態と使用の方法～破片はどう使われたか～

講師：西南学院大学国際文化学部教授 高 倉 洋 彰

（平成24年度）
4月14日 第３３回企画展 「半径１,５００ｍの歴史と文化～南九州市川辺町水元神社を

モデルとして～」（6月10日まで）
5月12日 企画展講演会 演題「地域を歩く楽しみ」

講師：ＮＰＯ法人まちづくり地域フォーラム・
かごしま探検の会 代表理事 東 川 隆太郎

6月23日 第３４回企画展 「新発見！かごしまの遺跡２０１２～県立埋蔵文化財センタ
ー発掘速報展～」 （9月17日まで）

6月30日 企画展講演会 演題「縄文人の道具と生活」「弥生時代の集落の様子」
講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員

8月11日 企画展講演会 演題「古代の文字」「近代化産業遺産から世界遺産へ」
講師：鹿児島県立埋蔵文化財センター職員

9月 1日 開園１０周年記念シンポジウム
9月 1日 考古学講座 第３回開園１０周年記念特別講演

「上野原遺跡から見えてきた縄文社会」講師：國學院大学名誉教授 小 林 達 雄
10月 6日 開園１０周年記念特別企画展 「縄文人の匠の技～土器・土偶・耳飾りからの

メッセージ～」（12月2日まで）
10月13日 開園１０周年記念 縄文の森秋春まつり（10月14日まで）
10月14日 開園１０周年・縄文シティサミットinきりしま開催記念植樹

（縄文都市連絡協議会主催）
11月 3日 特別企画展講演会 演題「土偶と耳飾りからからわかること」

講師：東京大学文学部教授 設 楽 博 己
12月22日 第３５回企画展 「古代人の華麗な技」（3月31日まで）

平成25年 1月19日 企画展講演会 演題「縄文世界の土偶～その形の変化と面白さ～」
講師：文化庁主任文化財調査官 原 田 昌 幸

3月31日 ９号竪穴住居茅吹き替え補修

（平成25年度）
4月 1日 第６代園長 有 川 昭 人 就任（前鹿児島県教育庁参事兼社会教育課長）
4月19日 第３６回企画展 「～桜島大正噴火100周年記念～巨大噴火と共に生きた人々」

（9月1日まで）
4月30日 六ツ坪遺跡古代家屋茅葺き撤去
5月11日 企画展講演会 演題「みんなに話したくなる桜島のヒミツ」

講師：ＮＰＯ法人桜島ミュージアム代表 福島大輔
7月20日 こども図書コーナーの設置
8月10日 企画展講演会 演題「古墳時代の火山災害により埋もれた甲と人骨－群馬県渋

川市金井東裏遺跡の調査例から－」
講師：(公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団 主任調査研究員杉山秀宏

9月13日 第３７回企画展 「新発見！かごしまの遺跡２０１３～県立埋蔵文化財センタ
ー発掘速報展～」 （12月1日まで）

9月28日 企画展講演会 演題「奄美諸島における最新の発掘調査成果」
講師：県立埋蔵文化財センター調査課長 堂込秀人
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11月16日 企画展講演会 演題「速報！天神段遺跡発掘調査のあゆみ」
「いのりを捧げた水辺の祭祀」
講師：（公財）埋蔵文化財調査センター文化財専門員

12月13日 第３８回企画展 「すべてはマンローから始まった
～かごしま発掘調査のあゆみ～」 （３月23日まで）

平成26年 1月25日 企画展講演会 演題「鹿児島県の発掘調査史」
講師：元県立埋蔵文化財センター次長 池畑耕一

（平成26年度）
4月18日 第３９回企画展 「明らかになった 郷土の歴史と文化 ～出土品からわかる他

地域とのつながり～」（７月６日まで）
5月11日 企画展講演会 演題：「モノから探る他地域との関係

～「甑島」と「須恵器」を事例として～」
講師：鹿児島国際大学 国際文化学部教授 大西 智和 氏

5月28日 縄文の森キャラクター「じょうもんくん」を作成
7月18日 第４０回企画展 「新発見！かごしまの遺跡２０１４ ～発掘速報展～」

（11月16日まで）
7月25日 上野原縄文の森来園者１５０万人突破記念セレモニー
8月16日 企画展講演会 演題：「堅野(冷水)窯跡及び鹿児島(鶴丸)城跡出土の白薩摩」

講師：県立埋蔵文化財センター 関 明恵 氏
演題：「町田堀遺跡出土の石刀」
講師：(公財)埋蔵文化財調査センター 大岩本 博之 氏

10月末 展示館２階のレストランが撤退したことに伴い，その代替策として軽食やアイ
スクリーム及び清涼飲料水の自動販売機を新たに設置

11月 1日 企画展講演会 演題：「南薩縦貫道(知覧道路)に伴う最近の発掘調査から」
講師：県立埋蔵文化財センター 辻 明啓 氏
演題：「中世墓から見える天神段遺跡」
講師：(公財)埋蔵文化財調査センター 松下 建生 氏

11月28日 第４１回企画展 「古墳時代のかごしま ～1,500年の時を越えて～」
（平成27年３月22日まで）

平成27年 1月 常設展示室に「古(いにしえ)の美術品」紹介コーナーを設置
1月24日 企画展講演会 演題：「大隅の古墳時代 ～中央政権の対外政策をめぐって～」

講師：国立歴史民俗博物館 名誉教授 広瀬 和雄 氏
3月７日 常設展示機器の一部をリニューアルするとともに，Wi-Fiを活用したスマートフ

ォンやタブレット端末による常設展示案内（４か国語対応）を新たに整備

（平成27年度）
4月 1日 第７代園長 米 森 正 市 就任（元鹿児島東高等学校長）
4月17日 第４２回企画展 「蘇るＳＨＯＫＵⅠ」 ～「食」から見える古の生活～

（７月５日まで）
5月 9日 企画展講演会 演題：「最新科学が明かす縄文時代の食と暮らし」

講師：熊本大学文学部 教授 小畑 弘己 氏
7月17日 第４３回企画展 「新発見！かごしまの遺跡２０１５」～発掘速報展～

（11月15日まで）
7月17日～8月23日，9月15日～10月16日

期間を分けて二つのタイプのテレビスポットＣＭを放送（年間103回放送）
【新規取組】

8月22日 企画展講演会 演題：「渓谷に響いた近代化の水音」～金山水車跡・精錬所跡～
講師：県立埋蔵文化財センター 文化財主事 福永 修一 氏
演題：「大隅半島における約5,000年前の情報・物流の拠点」

～京の塚遺跡～
講師：(公財)埋蔵文化財調査センター 文化財専門員 三垣 恵一 氏

10月31日 企画展講演会 演題：「鈴などの出土品から見る各地との交流」～立小野堀遺跡～
講師：(公財)埋蔵文化財調査センター 文化財専門員 藤島 伸一郎 氏
演題：「古墳時代の鍛冶工房のある集落遺跡」～川久保遺跡～
講師：(公財)埋蔵文化財調査センター 文化財専門員 岩永 勇亮 氏

11月27日 第４４回企画展 「蘇るＳＨＯＫＵⅡ」～色と飾りに込めた想い～
（平成28年3月21日まで）

平成28年 1月23日 企画展講演会 演題：「装飾古墳」～今に蘇るアート 色彩に込められた古代人の想い～
講師：熊本県立装飾古墳館 学芸課長 坂元 圭太郎 氏
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4月22日 第45回企画展「上野原遺跡発掘調査30周年記念 上野原の時代 ～縄文の美と技，

そして謎～」（7月3日まで）

5月14日 第45回企画展講演会

演題：縄文世界の中の上野原遺跡

講師：國學院大學 名誉教授 小林 達雄 氏

7月15日 第46回企画展「新発見！かごしまの遺跡2016 ～発掘速報展～」（11月13日まで）

7月23日 第46回企画展 夏休み企画①「じょうもんくんからの挑戦状」（8月31日まで）

第46回企画展 夏休み企画②「くっつけて！ 接合体験」

8月 9日 先生のための考古学講座（8月10日まで）

8月12日 「㈱トヨタ車体研究所サマーカーニバル２０１６」に出店

8月20日 第46回企画展 企画展講演会（第１回）

演題：かごしま近代化遺産調査事業 ～敷根火薬製造所跡（霧島市）・根占

砲台跡（南大隅町）～

講師：県立埋蔵文化財センター 文化財主事 今村 結紀 氏

演題：永吉天神段遺跡（大崎町）

講師：(公財)埋蔵文化財調査センター 文化財専門員 隈元 俊一 氏

10月29日 第46回企画展 企画展講演会（第２回）

演題：牧野遺跡（南九州市）

講師：県立埋蔵文化財センター 第二調査係長 今村 敏照 氏

演題：小牧遺跡（鹿屋市）

講師：(公財)埋蔵文化財調査センター 文化財専門員 横手 浩二郎 氏

11月25日 第47回企画展「近代化の一翼を担った薩摩焼 ～その技術と伝統～」

（H29年3月20日まで）

平成２９年1月21日 第47回企画展 企画展講演会

演題：集成館事業において薩摩焼の果たした役割

講師：鹿児島大学 法文学部 教授 渡辺 芳郎 氏

（平成28年度）
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２ 上野原遺跡の概要
(1) 上野原遺跡の特徴

鹿児島湾に面した縄文時代から中世までの複合遺跡である。「錦江湾を望む縄文時代早期前葉の
遺跡。約9,500年前に降下した軽石層の下から，２条の道筋に沿う５２軒の竪穴住居跡を中心とし
た集落を確認。住居群とともに調理施設である３９基の集石遺構，１６基の連穴土坑が展開し，
それらが有機的に繋がって集落の全体を構成する。南九州地域における定住化初期の様相を典型
的に示す大集落であり，日本列島の縄文時代の開始期の重要な遺跡であるので，史跡に指定して
保存を図るものである。」が国指定史跡の理由になっている。
また，縄文時代早期後葉（約7,500年前）の壺形土器を含む土器・石器類，土偶や耳飾りなど多

彩な遺物は，早期における南九州の文化の先進性を物語る貴重な学術資料である。

(2) 上野原遺跡の主な遺構・遺物
約9,500年前の集落は，住居や調理施設だけでなく，日常生活に欠かせない水の確保のための水

場までの道を備えた完成された集落であるとされている。
約7,500年前の出土品には，全国的にも最古級となる土偶・耳飾り・壺形の土器や，多くの特殊

な形をした石や土でできた製品などがあり，これらはまた集団の祭りを物語る品々でもある。特に
穴の中に二つの壺形土器が並んで埋納された状況は，当時の祭りの様子をそのままの状況で残して
いる貴重な資料である。
縄文時代後期（約3,500年前）には，集落の跡はあまり見えないが，台地の南端近くに多くの落

とし穴が連なって見つかっており，イノシシなどを対象とした追い込み猟の様子がうかがえ，縄文
人の狩り場になっていたと考えられている。
弥生時代（約2,000年前）には，竪穴住居や掘立柱建物などからなる集落とともに，多数の柵跡

や，柵状遺構など全国的にも類例の見いだせない特殊な遺構が出ている。

３ 施設の概要
(1) 施設の位置

上野原縄文の森 霧島市国分上野原縄文の森１番１号
埋蔵文化財センター 霧島市国分上野原縄文の森２番１号

(2) 敷地面積 ３５４，６７１㎡ （うち霧島市有地 ２１，３５０㎡）

(3) 整備費 約１２４億円
ア 整備費用 （単位：千円）

区 分 金 額 備 考
園 地 3,465,651 造園，土木，屋外設備
建 築 3,885,091 下記内訳（地層観察館，古代家屋群，附属棟建設費用 468,654千円を含む）

展 示 609,905 展示館内
遺 跡 228,067 遺跡保存館，国史跡保存及び整備等
用地取得 3,750,257 国史跡部分土地購入を含む
そ の 他 137,927 展示資料収集・分析，機器整備
設 計 310,171
合 計 12,387,069 約１２４億円 （国費390,435 県債11,486,000 宝くじ150,000 一般360,634）

イ 建築関係費用 （単位：千円）
施 設 名 建 築 電 気 空 調 給排水 昇降機 電 話 合 計
展 示 館 1,337,700 168,000 224,175 23,047 － － 1,752,922
埋 文 1,251,600 157,500 149,100 51,450 － － 1,609,650
共 通 － － － － 46,725 7,140 53,865
合 計 2,589,300 325,500 373,275 74,497 46,725 7,140 3,416,437

(4) 建築の延面積及び構造
ア 主要な建物
建物名 縄文の森展示館 遺 跡 保 存 館 地 層 観 察 館 体 験 学 習 館 埋蔵文化財センター

延床面積 3,070.875 ㎡ 214.52 ㎡ 139.77 ㎡ 214.96 ㎡ 4,999.637 ㎡

鉄筋コンクリート 鉄筋コンクリート 鉄筋コンクリート 木造平屋 鉄筋コンクリート

構 造 造（一部木造） 造 造 造（一部木造）

〔地上２階建〕 〔半地下〕 〔半地下〕 〔地上２階建〕
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イ その他の建物
建 物 名 延 床 面 積 建 物 名 延 床 面 積

照葉樹の森池ポンプ室 21.84 ㎡ 駐車場トイレ 45.25 ㎡
堆肥舎 50.00 復元集落休憩所 90.25
照葉樹の森トイレ 38.98 園地管理詰所棟 151.80
落葉樹の森トイレ 33.81 照葉樹の森ブロアー庫 9.54
祭りの広場トイレ 52.37 落葉樹の森ブロアー庫 9.54
駐車場休憩所 137.93 合 計 641.31

延床面積合計 ９，２８１．０６ ㎡

(5) 建物の特徴
上野原で発見された耳飾りの装飾模様に描かれたＳ字の渦模様をモチーフに，展示館及び埋蔵

文化センターを構成している。
中央の歩道橋は桜島と霧島の軸線上に設置され，二つの山を望むことができる，鹿児島県内で

も珍しい眺望点となっている。
Ｓ字の渦は，復元集落から歩道橋を渡り，祭りの広場まで車いすの方でも楽に移動が可能な

１５分の１の緩やかな勾配で建物の１階，２階を繋いでいる。
渦のラインは，上空を通る旅客機からも容易に見えるようにライトアップ等の配慮がなされて

いる。

(6) 建物の構成
展示館は，中心であるソラの間に渦を想起させる階段と展望エレベータを配置し，展示室，レ

ストランをその周囲に配置している。鉄骨と集成材を組み合わせた曲線の柱と地場産の杉，竹の
ルーバーによって構成されたソラの間は，縄文時代の住居を想起させる形態となっている。また，
常設展示室の入口も，同様に縄文時代の住居を想起させる立体和紙によるドームになっている。
なお，球体をした和紙のドームは，日本でも最大規模を誇るものである。最上階の展望スペース
からは，復元集落，国指定史跡，国分・隼人の町並み，霧島，桜島を望むことができる。
歩道橋は，縄文時代の弓を想起させる形態で，構造的には鉄骨造でありながら，木をふんだん

に活用している。
埋蔵文化財センターは，約2,000㎡，高さ約５ｍの大規模な収蔵庫を中心に研究室などを配置し

ている。収蔵庫が大きなボリュームとなることから，渦の中心である大地の広場を中心に，周囲
の緑にとけ込むような景観的配慮をしている。

(7) 建物内部の概要
階 数 室 名 面 積 階 数 室 名 面 積
１ 階 ロビー 86.32㎡ １ 階 エントランスホール 183.24㎡

ソラの間 196.96 埋 事務室（総務課） 70.84
ウズの間 253.84 応接室 64.27

縄 多目的ルーム 156.88 所長室 49.28
喫煙コーナー 5.45 蔵 清掃員控室・倉庫 22.62
ロッカールーム 5.81 警備員室 23.40
男女トイレ 72.86 更衣室 11.31

文 身障者トイレ 4.47 文 救護室 24.30
授乳室 4.59 特別収蔵庫 69.39
事務室 102.47 一般収蔵庫 2,028.96

の 園長室 39.80 化 水洗・乾燥室 50.94
清掃員控室 11.51 出土品整理室 287.24
男女更衣室 9.13 実測製図室 87.75

森 荷解室 73.21 財 写場・暗室 110.37
展示収蔵準備室 56.31 事務室（調査課） 280.82
企画展示室 159.91 精密分析室 29.96

展 縄文シアター 217.02 セ 薬品庫 21.13
常設展示室(1) 98.28 鉄器処理室 41.78
常設展示室(2) 253.20 木器処理室 42.26

示 常設展示室(3) 315.17 ン 搬入荷解室 72.44
機械室 その他 482.13 調査用機材庫 66.84

２ 階 休憩所 174.08 機械室 その他 288.82
館 厨房（未使用） 26.86 タ ２ 階 図書室 160.08

倉庫① 8.95 情報処理室 24.20
倉庫② 6.45 南の縄文調査室 25.29
ロビー 52.58

ー

会議室・研修室 134.49
機械室，その他 255.86 トイレ，その他 27.83

３ 階 展望所 50.45

※ 展示館展示室の延面積 826.56㎡
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(8) 植栽樹木等の概要（森の復元）
園内を見学エリア（展示館側）と体験エリア（埋蔵文化センター側）とに分け，見学エリアに

は約9500年前の気候をイメージして落葉広葉樹の樹木を，体験エリアには約7500年前の気候をイ
メージして常緑照葉樹の樹木を中心に約30,000本を植栽し，当時の森を再現している。
ア 植栽樹種数

区 分 落葉広葉樹 常緑照葉樹 計
高 木 ３５ 種 ３７ 種 ７２ 種
中 木 ７ １０ １７
低 木 ３２ １５ ４７

草本・地衣類 ５６
計 ７４ ６２ １９２

イ 代表的樹種
【落葉広葉樹】
高木……コナラ，クヌギ，クリ，ケヤキ，ハルニレ，ケヤキ，ヤマモミジ等
中木……クマシデ，エゴノキ，ヤマグワ，ヤシャブシ，アカメガシワ等
低木……ガマズミ，カマツカ，ヤマツツジ，ムラサキシキブ，イヌビワ，アキグミ等
【常緑照葉樹】
高木……アラカシ，タブノキ，シイ，スダジイ，ヤマモモ，ヤブニッケイ等
中木……ネズミモチ，ヤブツバキ，サザンカ，サカキ，バクチノキ，カクレミノ等
低木……アオキ，ヒサカキ，トベラ，マサキ，ヤツデ，ハクサンボク，クチナシ等
【草本・地衣類】
ススキ，チガヤ，クマザサ，ツワブキ，ヤブラン，ノカンゾウ，ノイバラ，イ等

(9) 展示，模型の概要
ア 縄文の森インフォメーション
・ 上野原縄文の森全体案内用の触地図を設置
・ 上野原縄文の森の施設及び周辺観光案内用の映像機器を設置
・ 縄文クイズラリーエントリー用パソコンを設置
・ Wi-Fiを活用したスマートフォンやタブレット端末による常設展示案内（四か国語対応）

イ 縄文シアター
・ 上野原遺跡における縄文時代のムラでの生活の様子をス
トーリー形式で紹介する大型映像，アクティブビジョン（可
動式映像）と音響を装備（約２０分）

ウ 縄文タイムスケール
・ 現代から縄文時代までの年表と主な出来事を床面に表示（１ｍを1000年で表示）

エ 上野原遺跡の世界（ジオラマ）
・ 床（強化ガラス）下に約９５００年前の上野原のムラの様子を示す１／２０の模型
・ 液晶プロジェクターで壁面に縄文の森の四季や縄文土器，竪穴住居等のイメージ映像を映
写

オ 約９,５００年前の上野原（ジオラマ）
・ 約９,５００年前の海から森林に至る上野原大地周辺の全体像を示す１／２０の模型の設置
（可動式模型有り）

カ トピックス展示１…上野原遺跡とその時代
・ 上野原遺跡の発掘状況を映像放送
・ 上野原遺跡の出土資料を検索可能な機器を設置
・ 縄文の森クイズラリー用のパソコンを設置
・ 触察土器（レプリカ）を設置

キ 約７,５００年前の上野原
(ｱ) 祭りと大噴火
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・ 上野原遺跡から出土した約７,５００年前の土器，石器などの出土品を展示（一部国の重
要文化財を含む）

(ｲ) 祭祀の場
・ 桜島を背景にした造型上にミラービジョン(映像)で縄文人が祭祀をしている様子を映写

(ｳ) 用途の謎／象徴展示
・ 対で埋納されて出土した壺形土器の出土状況を模型で表示
・ 国の重要文化財に指定された土偶など主な出土品を展示

ク トピックス展示２…火山灰は語る
・ 高さ約６ｍの大きな剥ぎ取り地層の表示
・ 鹿児島県内の遺跡と火山灰の関連性や地形の変遷を説明する映像（一部CG）を放送

ケ 南の縄文文化
・ 鹿児島県内各地の縄文時代の遺跡の土器，石器などの出土品の展示やパネル展示
・ 剥ぎ取りした地層を展示

コ トピックス展示３…南の縄文文化
・ 「南の縄文文化」，「縄文の交流」といった映像の放送
・ 鹿児島県内を中心とした出土資料を検索できるパソコンを設置
・ 頭上に丸木船を展示
・ 縄文の森クイズラリー用パソコンの設置
・ 触察土器（レプリカ）を設置

サ トピックス展示４…南の縄文人のくらし
・ 上野原遺跡で発見された落とし穴を模型で表示
・ 縄文時代の「食」に関連する弓矢等の道具や猟の対象であった動物の剥製を展示
・ 縄文食の調理手順を説明する「縄文クッキング」の映像を放送

シ 考古学ギャラリー
・ 県内各地の遺跡で発見された旧石器から近世までの特色ある出土品を展示

ス 考古学とサイエンス
・ 発掘調査の分析資料や分析機器を設置
・ 考古学情報システム（県内各遺跡に関する情報をインターネットから検索可能）の設置
・ 縄文の森クイズラリー用パソコンを設置

セ 縄文ワンダーランド
・ 竪穴住居作りの疑似体験ができるミニチュア模型や，土器・石器づくり，試着ができる縄
文服など手軽にできる体験学習用のキットを設置

・ バーチャル縄文人の設置（自分の顔を撮影して，縄文時代の生活シーンやキャラクターと
合成し，葉書台紙に印刷することも可能（印刷は有料））
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土偶発見の第一報

毎日新聞（平成５年 11 月２日）
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双子壺の出現に驚き !!

南日本新聞（平成６年３月１１日）

44



国内最古・最古級の縄文集落現る！！

毎日新聞（平成９年５月 27 日）
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多くの人を魅了した現地説明会

南日本新聞
（平成９年６月２日）

朝日新聞（平成９年６月２日）
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上野原遺跡の現地保存決まる

南日本新聞（平成９年６月３日）
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7,500 年前の土器や石器が重要文化財に！

48

鹿児島新報（平成10年４月22日）









上野原縄文の森開園 15 周年記念
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